
講 評

受賞者の取り組み

県と障害当事者団体が協働し、質量共に大規模な調査を行い、調査結果をとりまと
め、公表したことにより、必要な配慮や現状課題への気づきを与えられたことを評
価。一過性ではなく、継続して調査を行い、バリアフリー整備状況について、今後も
適切に更新されていくことを期待。

令和３年度近畿運輸局バリアフリー化推進功労者表彰

障害当事者団体（滋賀県脊髄損傷協会）が、県内すべての鉄道駅（122カ所）及び主要
宿泊施設（約70カ所）の宿泊施設のバリアフリー状況について、障害当事者団体の目線
できめ細やかに調査。調査結果は、ＨＰ「旅しが style！～湖国を自由にでかけよう～」に
掲載するとともに、冊子として、障害当事者団体、関係機関及び県庁内に配布。また、県
内の観光情報機関のHPにバナーを掲載してもらい、広く情報を発信をしている。

★ 40項目のチェックリストに基づき、調査。
※ R2年度移動等円滑化評価会議近畿分科会にて報告。
※ 第4回移動等円滑化評価会議においても事例紹介されている。

バリアフリー化調査結果 冊子（抜粋）
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